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地域医療に福祉、
国際交流…多方面で活躍した
名誉市民・山﨑倫子さんの在りし日を偲ぶ
戦中、戦後の混乱期を生き抜き、医療や福祉に尽力。
平成14年、83歳で武蔵野市の名誉市民に
推挙された山﨑倫子さん。今年５月の逝去を偲んで、
生涯現役を貫き、常に“人のために”力を注いだ
山﨑さんの足跡を振り返ります。

　去る７月19日、「武蔵野市名
誉市民 故山﨑倫子先生を偲
ぶ」会が市主催で行われまし
た。生前故人と親交のあった市
長、副市長をはじめ、医療・福
祉関係者などが参列し、式典の
後に行われた一般献花と合わ
せて約100名が参加しました。

　式典では、北町高齢者センタ
ーのボランティアによる合唱の
ほか、在りし日の姿や多岐にわ
たる活躍を納めた映像「山﨑倫
子先生の軌跡」が上映され、「人
のために尽くしたい」という精神
を貫いた山﨑さんの生涯に思
いをはせました。
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